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令和４年度有機農業推進総合対策緊急事業の翌年度有機農産物の 

取扱状況について 

        

取扱支援実施要領（令和５年４月６日通知）第１１の４の規定に基づき、下記

のとおり翌年度の取扱状況を報告する。 

 

記 

 

 実施要領第１の２（１）の①の取組を実施した場合は１（１）に、実施要領第

１の２（１）の②の取組を実施した場合は１（２）に必要事項を記載してくださ

い。 

 

１．翌年度の取組状況 ※①と②いずれか実施した方のみ記入ください。 
（１）実施要領第１の２（１）の①の取組を実施した場合  
 

① 取扱品目と状況 

取引品目名 今回の取引内容 来年度の取扱予定 

ケール 取引先 取引量 取引額 取引量 

◯◯ファーム 1000 Kg 100000 円 120000 kg 

◯◯農園 300 Kg 30000 円 40000 kg 
  

kg 

 

円 

 

kg 

取引品目名 今回の取引内容 来年度の取扱予定 

ブロッコリー 取引先 取引量 取引額 取引量 

◯◯ファーム 500 Kg 200000 円 210000 kg 

△△△農園 700 Kg 280000 円 300000 kg 

  kg  円  kg 



 

取引品目名 今回の取引内容 来年度の取扱予定 
 

取引先 取引量 取引額 取引量 
  

Kg 

 

円 

 

kg 
  

Kg 

 

円 

 

kg 
  

kg 

 

円 

 

kg 

取引品目名 今回の取引内容 来年度の取扱予定 

 取引先 取引量 取引額 取引量 

  Kg  円  kg 

  Kg  円  kg 

  kg  円  kg 

 
 
（２）実施要領第１の２（１）の②の取組を実施した場合 
  

① 新たな市場または試験導入された有機農産物等の取引状況 
実施月 取引品目 取引量 

11月 有機米 10000kg 

11月 有機小松菜 200kg 

月   

月   

月   

 
 
３．今後の方針 
 

引き続き有機農産物の取引拡大の促進と、生産量の向上に努める。 
 
 
 

 
 
４．取引実施の見込   ○高 い ・ 低い・ なし 
  見込の理由を記載してください。 

既に来季の話があがっており、具体的な数量の調整に入っている。 
 
 
 

 


